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応募
方法 Arts

１年間の成果を披露！　第32回公民館まつり
　３月１日～３日の３日間、「第32回公
民館まつり」が中央公民館で開催され
ました。今年のまつりには、発表の部に
25団体、展示の部に27団体が参加。歌
や踊り、体操などのステージ発表、書道
や絵画、手芸、陶芸の展示などが中央
公民館を目一

いっ

杯
ぱい

に使って行われました。
　２日には、サイエンスインストラクター
でＦＭラジオ局アナウンサーを務める
阿
あ べ

部清
きよ

人
と

さんが講師となった「おもし
ろサイエンスショー」を開催。また、テ
レビ「行列ができる法律相談所」に出
演している弁護士の菊

きく

地
ち

幸
ゆき

夫
お

さんによ
る講演会も行われ、訪れた大勢の方々
がまつりを楽しみました。

１_華麗なステップを披露したフォークダンス教室
２_おもしろサイエンスショーはドキドキ実験がい
っぱい　３_３Ｂ体操愛好会　４_まつりを手伝った
ジュニアリーダーキャロル　５_大正琴「白石しら
べ」　６_本田・佐藤モダンバレエ教室　７-９_草木
染めや押し花、陶芸など多種多様な作品が展示
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登 録 年 度
鑑 札 番 号 平成　　　年度第　　          　　号 更新・新規・再交付 受付整理№

※記入不要

フ リ ガ ナ
所 有 者 氏 名

電 話 番 号
（携 帯 可）

自 治 会 名

所 有 者 住 所 白石市 鑑札の有無 有　・　無

犬 の 種 類 犬の名 犬 の 体 格 大・中・小

犬の生年月日 　年　　月　　日生 性　別 オス  ・  メス 犬 の 毛 色

そのほか、犬の特徴となる事項

平成25年度

犬の登録
・
狂犬病
予防注射
申請書

※必ず鑑札もお持ちください。申請書の記入漏れや鑑札を持参されない場合は、受け付けが後になることがあります。

■狂犬病予防注射　問診票（健康チェック）　　※注射前に必ず記入してください。  
　　会場では、健康な犬のみ注射できます。問診時の参考にしますので、該当する項目に○をしてください。
１　現在、愛犬に体調の悪い所はありますか？ ････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
２　現在、何か治療を受けていますか？ ･･････････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
３　生理中・妊娠中・授乳中ですか？ ････････････････････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
４　１カ月以内に、ほかの予防注射を受けましたか？ ･･････････････････････････････････････　はい　・　いいえ
５　狂犬病ワクチンや混合ワクチンで、副作用が起こったことはありますか？ ････････････････　はい　・　いいえ

　狂犬病予防法の規定により、犬の登録と狂犬病予防
注射を裏面（30ページ）の日程で行います。犬の登録と
狂犬病予防注射は、狂犬病予防法により義務付けられ
ていますので、最寄りの会場または指定動物病院で注
射を受けられますようお知らせします。なお、平成７
年度以降に一度登録された犬は注射のみとなります。
１．対象犬 生後91日以上の犬

（番犬・猟犬・座敷犬など、すべての犬）
２．費用 ◎平成７年度以降登録済犬 3,020円

◎未登録犬（新規登録） 6,020円
（内訳：注射料3,020円、登録料3,000円）
◎犬鑑札再交付 1,600円

　飼い犬が数年前に死亡したまま未届の方が見受けら
れます。死亡や登録事項に変更があった時は、生活環
境課で手続きしてください（印鑑必要）。予防注射会場
でもできますので、必ず手続きをお願いします。

●下記の申請書と問診票を必ずご記入の上、犬鑑札と
一緒に会場にお持ちください。

●会場には、犬を制止できる方
が連れてきてください。事故
などを防ぐため係員の指示に
従ってください。
●注射の手順は、①獣医師の問
診→②注射→③申請書受け付
け・料金の支払い→④注射済
票受領となります。
●フンの後始末をする道具を持
参し、フンをした場合は必ず
処理してください。

●集合注射の日程が合わないなどで注射できない飼い
主の方は、指定動物病院で注射を受けてください。

●指定動物病院には、電話で予約し申請書と問診票に
ご記入の上、犬鑑札と一緒にお持ちください。

●料金は、狂犬病予防注射料金のほかに、個別注射料
が加算されます。詳しくは、指定動物病院に直接お
問い合わせください。

　システムに入力するため、申請書内の項目はすべて
記入してください。２頭以上飼っている場合は、用紙
をコピーするか、メモ紙に申請書・問診票の内容を写
して記入し、お持ちください。

「犬の登録と狂犬病予防注射」を行います 問生活環境課　☎22-1314

平成25年度

■飼い犬が死亡した時や飼い主の氏名・住所が変更に
　なった時は手続きをお願いします

■集合注射会場で受ける場合の注意事項

■指定動物病院で受ける場合（指定動物病院は裏面に記載）

き り と り 線

■申請書は記入漏れのないようにお願いします。

▲鑑札は必ずお持ちください

【参考】
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一
首
目
、「
追
は
る
る
ご
と
く
」
が
発
見
。
い

か
に
も
寒
寒
と
し
た
日
輪
の
景
が
浮
か
ぶ
。

　

二
首
目
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
も
の
が
伝
わ
っ
て
く

る
。「
は
た
」
は
、
接
続
詞
的
に
使
わ
れ
て
い
る
副

詞
で
、「
あ
る
い
は
」
の
意
。

　

三
首
目
、
こ
こ
ろ
の
通
い
合
い
が
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
の
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ま
す
」
は
尊
敬
語
。

雪
深
し
轍わ

だ
ち

を
求
め
歩
き
け
り 

末
吉
ア
ツ
子

雪
解
け
や
靴
音
軽
く
な
る
家
路 

岩
松　

隆
志

蠟ろ
う

梅ば
い

の
ほ
の
か
な
る
香
や
月
あ
か
り 

菅
野
ち
さ
よ

大
手
門
吹
き
抜
け
る
風
春
浅
し 

岩
澤　

伍
峯

突
風
に
狂
ひ
し
凧
や
子
ら
駈
け
る 

別
当
内
信
夫

白
梅
の
香
り
た
の
し
む
茶
席
か
な 

和
田　

游
稀

ゆ
る
や
か
な
流
れ
に
憩
ふ
浮
寝
鳥 

髙
子
う　

ん

日
向
ぼ
こ
悲
喜
こ
も
ご
も
の
童
歌 

阿
部
は
ぎ
の

節
分
や
可
愛
い
鬼
が
逃
げ
回
り 

佐
藤　

啓
子

淡
雪
を
睫ま

つ
げ

に
つ
け
て
猫
帰
る 

制
野　

リ
エ

　
　

一
句
目
、
今
年
は
雪
が
多
く
尋
常
で
は
な
い
。

青
森
で
は
屋
根
に
届
く
ほ
ど
雪
が
積
も
っ
た
と
の
こ

と
。
大
雪
の
朝
は
車
が
通
っ
た
跡
を
辿
っ
て
歩
く
。

車
が
来
る
た
び
に
、
そ
こ
か
ら
逃
げ
な
く
て
は
な
ら

な
い
の
で
大
変
で
あ
る
。
大
雪
の
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活
が
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け
た
。
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と
も
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え
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き
香
り
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す
る
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庭
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光
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佐
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一
句
目
、
寒
さ
が
厳
し
い
ほ
ど
、
太
陽
の
有
り

難
さ
が
身
に
沁し

み
る
。
省
エ
ネ
時
代
な
ら
な
お
の
こ

と
。
光
の
春
が
森
羅
万
象
に
生
気
を
蘇よ

み
が
え

ら
せ
る
。

　

二
句
目
、
悲
し
み
を
暖
炉
で
燃
や
し
…
。
と
い
う

歌
が
あ
っ
た
が
、
冷
め
た
愛
も
ス
ト
ー
ブ
で
暖
め
れ

ば
も
と
に
戻
る
か
も
。
愛
は
地
球
を
救
う
！

　

三
句
目
、
探
す
時
に
な
く
て
、
い
ら
な
く
な
っ
た

頃
に
出
て
来
る
。
皮
肉
な
経
験
を
さ
れ
た
方
も
多
い

の
で
は
？ 
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